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○ 実 験 結 果 
歯形誤差形状が平歯車及びはすば歯車の摩擦損失と騒音に及ぼす影響に関して，本
研究の範囲内で得られた結果をまとめると以下の通りである． 
１．歯形誤差形状は，平歯車及びはすば歯車の摩擦損失と騒音に大きな影響を及
ぼす． 
２．平歯車の場合，歯形誤差形状の相違が示す摩擦損失率と騒音レベルにはある
程度の相関関係がある．即ち，摩擦損失率が低い歯形誤差形状の歯車は，騒
音レベルも低い傾向にある． 
３．平歯車の場合，摩擦損失率及び騒音レベルが共に低い歯形誤差形状は歯先歯
元修整，歯先歯元修整(大)の場合であり，逆にこれらが高い歯形は中凹であ
る． 
４．平歯車の場合，バレル研磨は摩擦損失率と騒音レベルを低下させる効果があ
るが，はすば歯車にはその効果は期待できない． 
５．はすば歯車の場合，摩擦損失率及び騒音レベルが共に低い歯形誤差形状は歯
先歯元修整，歯先修整の場合である． 
６．平歯車から得られた摩擦損失率と騒音レベルの関係は，必ずしもはすば歯車
には適用できない． 
７．平歯車においてもはすば歯車においても，標準インボリュート形状は，摩擦
損失及び騒音に関して必ずしも好ましい歯形形状ではない． 
